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（ 人 の 振 り 見 て 我 が 振 り 直 す ！ ？ ）

３月２３日（水）、ほっぷのプロ
グラム「事例検討」が行われ、ほっ
ぷ利用者全員が参考事例を検討する
ことで自身を振り返った。

本プログラムは、ほっぷスタッフ
が実際に関わった休職者の事例をも
とに、自分の考えや気付きをグルー
プで話し合うというプログラムであ
る。事例には休職者が職場で体験し
たことや感じたこと、ほっぷに通所
している最中の振る舞いや会話など
が書かれている。休職者の主観を、
利用者が客観的に見て、話し合い、
これからほっぷへの振る舞いを見つ
め直す。そこに本プログラムの肝が
あるのだ。

今回の事例検討では、「仕事で失
敗しても心配より注意されることが
多かった。」「冷たい職場であっ
た。」と話すＢ氏の内容だった。休
職原因をＢ氏目線だと職場環境に原
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３月２４日(木)、「仕事の優先順
位」というテーマでグループディス
カッションを行った。本プログラム
は５、６名のグループに分かれて話
し合い、時間内に１つの結論を導き
出すというものである。

今回のテーマは、以下６の業務を
どの順番で取り組むか議論するもの
であった。 ①やりがいがあって、
早めにやらなければならない仕事
②やりがいはないが、早めにやらな
ければならない仕事 ③やりがいが
あって、まだ期日が残っている仕事
④やりがいがなくて、まだ期日が
残っている仕事 ⑤仲のいい後輩か
らの相談 ⑥一般的な後輩からの相
談

個人の考え方のクセが分かりやす
く現れたプログラムだった。例えば、
同じ順位を付けた人でも、“仕事の
やり易さ”を重視したり、“効率と
成果”を重視したり等、順位付けの
“根拠”が異なった。

その中で、「やりがいがある仕事
を先にする派」は少しでも早く納品

The Special Program PITAGORA

The Massage from GRADUATES

（ 特 別 プ ロ グ ラ ム 【 ピ タ ゴ ラ 】 )

（ 卒 業 生 メ ッ セ ー ジ ）

個人作業、集団作業で我々に接す
る作業療法士のＴ氏。ここではＴ部
長の教えを紹介する。
「状況に応じて自己犠牲をすること
自体に問題はない。ただし、肯定的
に捉えることが大切。否定的に捉え
てしまう場合は自己犠牲を避けた方
がよい。」「自分の思い込みで作業
を進めることは決してやってはなら
ない。少しでも迷うことがあれば、
上司に相談する。まずは日々のプロ
グラムで上司に聞くという癖をつけ
るべし。」（R4.4.8 リワーク個人OT作
業より）

心理士Ｓ氏の講義やワークに溢れ
る金言を紹介。
「仕事は自身の都合と会社の都合が
存在する。しっかりと自身の都合を
伝え、会社の都合とすり合わせてい
くことが必要だろう。」
(R4.4.6 グループディスカッション) 
「仕事が上手くいかないときは自分
の素が出ているときである。演技を
すれば自分を傷つけず、仕事を上手
く回せる。」「人との関係性を保つ
には自分の本音を伝え、周りに自分
を分かってもらうことが必要。」
（R4.4.15 リワークプログラム）

by Mr.S(心理士Ｓ氏の金言)

The Teachings of HOT Words! 

３月３０日(水)、３月を通して行
われた『特別プログラム』の試験日
を迎えた。

本プログラムはグループ参加型の
もので、３つのグループがそれぞれ
同じピタゴラ装置を作成し出来栄え
を競うというものである。このピタ
ゴラ装置は、自立する木製の盤上に
エレベーターやシーソーなどを設け
たコースを、ビー玉が上へ下へと転
がるものだ。

各グループは、動画サンプルを頼
りに設計図を起こし、決められた予
算に収まるように材料調達を工夫、
限られた時間内で装置の精度を高め
る努力をしてきた。本番は３チャレ
ンジ中２回ゴールに到達することを
合格条件として行われたが、チーム
ごと明暗の分かれる結果となった。
あるチームは時間一杯まで装置の調
整を続け、それまで殆どゴール到達
していなかったが土壇場で２回ゴー

ルへ到達した。ゴール時にはグルー
プの垣根を越えて皆が沸き立ち、仕
事ととらえた際のやりがいや達成感
を共有することができた。一方で別
のチームは、装置の出来栄えが良く
高いゴール到達率により順風満帆と
思われていたが、本番でゴール到達
１回にとどまる結果となった。

リーダーのＡ氏は「練習走行でも
ほぼノーミスだったので結果は受け
入れにくい。だが、結果を結果とし
て受け入れる努力が今後の学びにつ
ながる。」と語り前向きに学びに繋
げようとしている姿が印象的であっ
た。

なお後日、４月のプログラムとし
て“児童・思春期デイケアＪＯＹ”の
子供達向けに本装置を製品化して届
けるという課題を、一部のメンバー
が取り組むこととなった。“お客
様”を想定した追加プログラムにお
ける新たな学びを期待したい。

卒業生Ｄ氏は、ほっぷに約６カ月
間通所し、４月に転職を果たしたメ
ンバーである。本記事ではＤ氏にア
ンケートを実施、そこから以下を抜
粋し紹介する。

Q1.ほっぷ通所前と現在とで、変わっ
たなぁと思う自分の行動や考え方、
気づいたことがあれば教えてくだ
さい。

A1.今まで目を背けていた自分の
ウィークポイントと向き合えたこ
とが大きな収穫だった。まだまだ
課題はたくさんあるが、自身の傾
向に注目する習慣をこれからも続
けていきたい。

Ｄ氏にとって良かったプログラム
を聞いたところ、１番良かったのは
「グループプレゼン」だったという。
模擬職場を想定し、仕事に近い課題
を１カ月かけグループメンバーと協
力して遂行して行くグループプレゼ

ン。そこでＤ氏はメンバー間のコ
ミュニケーションや自身のタスクの
負荷状況による気持ちの変化を意識
して取り組むことができたという。

メンバーへ「お互いに『自分』を
大切にいい人生にしましょう」とい
う言葉を残したＤ氏とともに、「自
分」に向き合う意識を持ちながら
日々プログラムの取り組んでいきた
い。

自立支援センター ほっぷ News Letter (5月号)

因があると訴えている。しかし、
ほっぷ利用者の見解では、「自己中
心的」「協調性がない」「考え方に
偏りがある」ことに休職原因がある
のではないかと分析した。

利用者のＣ氏はＢ氏についてこう
語る。「Ｂ氏は他人への気遣い、配
慮、協調性がない。ミスをしたとき
のフォローの仕方もできていなかっ
たのではないか。」 今回の事例検
討では、Ｂ氏自身の客観視の欠落を
述べる意見が大多数だった。

スタッフが利用者全員に、Ｂ氏に
似ているか否かのアンケートを行っ
ていた。
今回の事例は誰にでも思い至る部

分は少なからずあると思う。今回が
その思い至る部分を鑑みるよい機会
になる事を祈る。

W o r k P r i o r i t y
( 仕 事 の 優 先 順 位 )

したいという理由を挙げ、「後に回
す派」はやりがいがない方は時間が
掛かるという認識から、先に片付け
るといった理由を挙げた。また、時
間が掛かる方を後で取り組む為に残
すという意見もあった。「ここまで
異なる意見をどう１つに纏めろとい
うのか…」本グループに属していた
筆者は密かに戦慄した。

しかし、議論を進める内に、１つ
の事実が明らかになった。それは
「期間」と「納期」の認識である。
６つの業務の遂行期間の認識が異な
ることや、「期日が残っている」事
に対する解釈も異なっていた。本グ
ループの意見も、前提条件を擦り合
わせる事で、最終的に１つの意見と
して纏まるに至った。

それぞれの思う基準が、実は異な
るということは、日常や普段の業務
にも溢れている事だろう。結論に正
解はないが、前提条件の確認の大事
さを、身を持って知る機会となった。

Ms.T(作業療法士T氏の教え)


